
市民建設委員会 意見交換会実施状況 

 

 

１．日  時  

       平成２８年１１月１４日 午後３時～ 

 

２．開催場所 

       坂出商工会議所三階会議室 

 

３．出席議員 

       斉藤委員長，東原副委員長，大藤委員， 

       前川委員，野角委員，若杉委員 

 

４．対象団体 

       坂出商工会議所 

 

５．実施内容 

 斉藤委員長，新谷会頭のあいさつの後，出席者双方が自己紹介し，意見交

換に移った。                              

 意見交換は自由討議の形態で進行し，下記のような意見が出された。                               

                                    

①瀬戸大橋開通三十周年記念事業について                      

 再来年は瀬戸大橋開通三十周年を迎える年なので，瀬戸大橋でのマラソン

大会や花火大会などの記念事業を盛大に行いたい。                              

②バルinSAKAIDEについて                         

 現在は一ヶ月の期間限定で開催されているバルだが，非常に盛況なので，

もう少し期間を延長してはどうか。また，駅前の会場から市内飲食店へ向か

う客の流れをどう作るかが今後の課題である。               

③婚活支援事業について                        

 人口減少に歯止めをかけるためには，結婚して本市に居を構えてもらい，

子育てしてもらうことが重要である。現在，商工会議所青年部が婚活イベン

トを仕掛けているが，イベントでのマッチングは成立しても，その後，結婚

になかなか結び付いていない。行政主体のイベントを開催してもらえたらと

思う。様々な業種の方を巻き込んで，大規模な合コンを仕掛けてみるのも面

白いかもしれない。                           

④産業展示交流フェア及び駅前の開発について                     

 本市のフェアは堅すぎるので，児島の繊維祭を参考にし，もっと集客数を

増やさなければならない。また，会場となっている駅前広場は地面が土なの



で，雨が降るとぬかるんでしまう。綺麗に舗装してくれたらイベントの幅も

広がる。                                

 デマンドタクシーの乗り場が駅から離れすぎている。利用者の立場で考

え，駅を出てすぐの場所に移設すべき。                  

⑤坂出ブランドについて                             

 坂出ブランドに認定されている商品が多くなりすぎている気がする。きち

んとした認定基準を設け，選定すべきではないか。現行の認定制度では，ブ

ランドと言っても，希少価値が薄い。市民が誇れるものをブランドとして認

定すべき。                               

⑥その他                                

 ・大学水産学部の誘致について                     

 ・四国新幹線の誘致について                      

 ・港を活かしたポートセールスについて                 

 ・市立病院の跡地利用について                     

                                    

 最後に議長より，本意見交換会は今回が初めての試みであり，いろいろと

模索する中で，広範多岐にわたりご活躍されている商工会議所と意見交換会

の場を持つという運びになった。本日，様々な意見が出たが，これで終わり

ではなく，これをスタートに切磋琢磨し，車の両輪としてこれからも進んで

いきたいと思うとの挨拶があり，意見交換会を終了した。                  


